
 

                                                                               
                                                                                

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑い
あつ   

日
ひ

が続
つ づ

いていますね。去年
きょねん

より気温
き お ん

が高
たか

くなっているので、今
いま

まで以上
いじょう

に「熱中症（ねっち

ゅうしょう）」に気
き

を付けましょう
つ      

。クーラーがきいている部屋
へ や

では、体
からだ

の表面
ひょうめん

が冷えて
ひ   

のどが 

かわかず水分
すいぶん

をあまりとらなくなり熱中症
ねっちゅうしょう

になる…ということもあるそうです。それを防ぐ
ふせ   

ため、

休み
やす   

時間
じ か ん

ごとに「ゴク・ゴク・ゴク」と３口
  くち

水分
すいぶん

をとるようにしましょう！楽しい
たの     

夏
なつ

を送る
おく   

ため、

自分
じ ぶ ん

の健康
けんこう

を守って
まも     

いきましょうね😊 R６.7  南郷小学校 保健室  

 

 

 なつに ほけんしつへ くる りゆうで

おおいのが「むしさされ」です。さされた 

ばしょをよごれた て✋ で かくと、そこ

から ばいきんが はいって「とびひ」に 

なることがあります。  

「とびひ」は、ほうっておくと どんどん 

ひろがるので、おいしゃさんへ 

いきましょう。 

① みずで よく あらう。 

② むしさされの くすりを つける。 

 （がっこうには ムヒが あります。） 

③ かゆみが がまんできないばあい、 

て✋をあらって やさしく かく。 

または こおりで ひやす。 

※ とびひ等による皮膚症状が強い場合は、 

プールに入れません。（塩素等で症状が 

悪化する可能性があるため） 

※ 保健室では、継続的な手当ては行いませ 

ん。痒みが続く場合は、連絡帳等で知らせ 

ていただいた上で、お家からお薬を持参 

してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 
 
①夏休み 生活リズムチェックカードについて 

夏休みの終盤、生活リズムを整えるため「なつやすみ★生活リズムチェック」 

を、８月２6日～30日の平日５日間に実施する予定です。詳細及びカードは、 

全校登校日に配布します。 

長期休み中は、生活リズムが乱れがちになってしまいます。子どもたちが 

２学期から良いスタートを切れるよう、ご協力を宜しくお願いします。 

     
②健康診断結果について 

     ４・５月に実施された健康診断結果（白・オレンジ・緑・水色の紙）がお手元に 

あり、まだ受診をしていない場合は、ぜひ夏休み中の受診をお願いします。 

特に、歯科（緑の紙）と整形外科（水色の紙）については、 

放っておくと進行し治療が長引く・悪化する可能性もありま 

すので、ぜひ早めに受診をしていただくようお願いします。 

お手元に用紙がない場合は再発行できますのでご連絡 

ください。 

 

③お子様に関する相談について 

      保健室では随時、お子様に関する相談を受け付けています。身体面・心理面 

での相談はもちろん、学校生活での様子や過ごし方についてもお伝えできま 

すので、ぜひ気軽にご利用ください。 

   また、スクールカウンセラーの藪下先生との相談予約も可能です。藪下先生 

は来校時に、授業を参観したり子どもたちと関わったりしています。その中で、 

気になる様子が見られたり、お家での様子を伺いたいと感じた場合、お声がけ 

させていただく事がございます。 

職員一同、お子様が楽しく、安心・安全に学校生活を送る事ができるよう、 

一緒に考えさせていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

「自分が悪い」と思えない子どもたち 
 

  近年、学校で叱られるようなことをしているにも関わらず、指摘されても問題を 

認められない・謝れない子どもたちが増えてきました。そういう子どもたちの親御さ

んと話すと、家でも頑として自分の問題を認めず、困っていることが多いです。 

今日はこういうことがなぜ起こるのかを解説していきます。 

 

実はこういう反応を示す子どもたちの家庭にはある特徴があります。お母さんは、

子どもが悪いことをしたときにかばう傾向は見受けられますが、全体として性格や関

わり方は千差万別です。それに対して、お父さんの関わり方には明確な傾向があり

ます。それは、①優しい人が多く子どもの問題を指摘しない、 ②子どもの問題を高

圧的に怒る、のいずれかに偏っているのです。どうして両極端に見える①と②で子ど

もの状態像が同じなのでしょうか？ 

実は、①と②では「子どもに悪い部分があることを認めていない」という点が共通

しています。 ①は子どもの問題に対して、おそらく優しさのつもりで指摘しないので

しょうが、子どもの悪い部分を見て見ぬ振りをしているのと同じです。 ②は「そんな

悪い部分を持っていたら許さん」というメッセージになってしまいますね。 

子どもは親が認めていない側面を、自分のものとして認めることができません。 

親が子どもの「悪い部分」を認めなければ、子どもも自分の「悪い部分」を認めるこ

とができないのです。ですから、「自分が悪い」「自分に非がある」という状況になっ

ても、「非を認めて謝る」など社会的に不可欠な行動が取りにくくなってしまいます。 

 

こういう風に書くと「子どもの悪い部分を叱るのは可哀想」「自己肯定感が下が

る」と感じる人がいるかもしれませんが、それは間違いです。もしも親が「自分の良い

子の部分しか認めてくれない」と感じたなら、それはとても空しいのではないでしょう

か。そして、自己肯定感とは「自分にある良いところも悪いところも、全部自分だ」と

思えることですから、むしろ悪いところを認められない人は必ず自己肯定感が低い

です。（自分の内側にある、自分の一部を拒否し続けているの 

ですから、当然ですね。） また、そういう子どもを普段から愛情を 

もって世話していくことで、子どもに「悪い部分があっても生きて 

いける」という感覚がもたらされるのです。 


